


































































― 16 ― 社会関係研究　第26巻　第２号
団体が研究の基盤でした。第二に「実践記録の分析が主な研究スタイル」で
した。第三に学術研究ではなく保育者へのメッセージとしての「保育実践研
究」でした。第四に教育学を振り出しに発達心理学（発達研究）社会福祉学
（子ども家庭福祉論）を取り込みながら保育研究を深めてきました。第五に
保育研究の集大成として異年齢保育論（暮らしの保育論）の構築を積み残し
てしまいました。退職（2020年３月）後に出版を目指します。
